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３. 事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本研究は、細胞外微粒子の細胞内運命の解析と制御を目指して研究開発を進め、本領域の目標達成と

科学技術イノベーションに大きく貢献する優れた成果が得られた。 

本研究は、細胞外微粒子の細胞内移行ゲートとしてのマクロピノサイトーシスの理解を深め、細胞内

への医薬品を含む細胞外微粒子の新規の送達方法を実現した。特に、細胞内抗体送達ペプチド L17Eの 3

量体と負電荷を付与した抗体との混合により液滴が生成し、これが細胞膜と接触して取り込まれながら、

液滴の崩壊による抗体の細胞内への流入と細胞全体への分布が迅速に起こることを発見したことは高

く評価できる。本技術は、液滴を用いた細胞内送達概念の一般性や拡張性があり、高分子多糖プルラン

と L17E とのコンジュゲートによっても効果的な抗体の細胞内送達が可能であり、抗体医薬品などの患

部への高効率な送達に貢献するものと期待される。これらの研究成果は、インパクトの高い論文誌に発

表され、科学技術イノベーションにつながる優れた成果をあげたと国際的に高く評価されるとともに、

本領域の目標達成にも大きく貢献した。 

今後、マクロピノサイトーシスのメカニズムをさらに詳細に解明することで、抗体医薬などのバイオ

医薬品の患部への高精度な送達を実現し、新たな疾患の治療技術への応用などに研究が展開することを

期待したい。 
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